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要 旨

急性単純性腎孟腎炎2例,慢 性 および急性複雑性腎孟腎炎20例,慢 性複雑性膀胱炎15例 の計37例 に

AC-1370を 使 用 した。慢性お よび急性複雑性尿路感染症35例 中UTI薬 効 評価基準に合致 した33例 の

総合有効率は著効3例,有 効15例 で55%で あ った。

急性 単純性 腎孟腎炎の2例 は主治医判定で共に著効であった.

37例 に投与 して自 ・他覚的副作用は認めす,GOT,GPTの 上昇,GPTの 上 昇,好 酸球増 多の各

1例 を認めた。

以上 より,本 剤は尿路感染症に対 して有効であり,か つ安全性の高い有用な薬剤であると思われ

る。

緒 言

味 の 素 中 央 研 究 所 に お い て 創 製 さ れ,同 社 と持 田 製 薬

に て開 発 さ れ た 注 射 用cephalosporin剤 で あ るAG1370

はFig.1の 構 造 式 を有 す る。

ク ラム陰 性 桿 菌 の み な ら す,陽 性 菌 に 対 し輻 広 い スヘ

ク トル を 持 ち、 特 に マ ウ ス の 感 染 防 禦 試 験 に お い てin

Fig. I Chemical structure of AC-I370

vitmの 抗 菌活性 を上 まわる効果か認め られている1)

今回,我 々は本剤の提供を受け、泌尿器科領域におけ

る臨床的検討 を行い,若 干の知見を得たので報告する。

I.対 象 と 方 法

1982年3月 よ り11月 までに東京大学医学部泌尿器科お

よびその関連病院泌尿器科において尿路感染症37例 に対

して本剤を使用 した。その内訳は,急1生 単純性 腎孟腎炎

2例,慢 性および急性複雑性腎孟腎炎20例,慢 性複雑性

膀胱炎15例 であった。1日 投与量は500mg2回 が8例,

192回 が28例,292回 が1例 であ り,投 与方法は点

滴静注21例,静 注16例 で あ り,投 与日数は1例 を除いて

5日 間で最大投与量は209で あ った。

効果判定は,急 性単純性腎孟腎炎の2例 は主治医判定,

慢 性お よび急性 複雑性尿路感染症35例 につ いてはUTI
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薬効評価基準2)に準じて行った。UTI薬 効 評価基準に脱

落 した2例 については主治医判定のみ行 った。副作用の

判定は37例 について行い,投 与開始か ら終了までの 自 ・

他覚的副作用の有無を観察 し,投 与前後の血液像,肝 機

能,腎 機能の推移 を検討した。

II.成 績

急性単純性腎盂腎炎の2例 をTable1に 示 した。膿尿

消失・菌陰性化 し2例 とも主治医判定で著効であった。

複雑性尿路 感染症 の35例 の 臨床成績 を示 したものが

Table2で あ る。慢性および急1生複雑性腎盂腎炎20例,

Table 1 Clinical summary of acute simple pyelonephritis treated with  AC-1370

*Beforetreatment

After treatment

Table 2 Clinical summary of complicated UTI cases treated with AC-1370

A.C.P.: Acute complicated pyelonephritis

C.C.P.: Chronic complicated pyelonephritis

C.C.C.: Chronic complicated cystitis

*Before treatment

After treatment
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Table 2 (Continued)

A.C.P.: Acute complicated pyelonephritis

C.C.P.: Chronic complicated pyelonephritis

C.C.C.: Chronic complicated cystitis

*Before treatment

After treatment
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Table 2 (Continued)

A.C.P.: Acute complicated pyelonephritis

C.C.P.: Chronic complicated pyelonephritis

C.C.C.: Chronic complicated cystitis

*Before treatment

After treatment
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Table 3 Overall clinical efficacy of  AC-1370 in complicated UTi

Table 4 Overall clinical efficacy of AC-1370 in each group

慢性複雑性膀胱炎15例 で,基 礎疾患 としては前立腺肥大

症12例,膀 胱腫瘍5例,前 立腺癌5例,腎 結石3例 等が

主なものである。UTI薬 効 評価基準に合致 しない投与前

菌陰性であった症例 と,投 与 日数が4日 間であった2例

を除く33例 のUTI薬 効 評価基準による総合 臨床効果 を

まとめたものがTable3で あ る。膿尿に関 しては正常化

8例(24%),改 善6例(18%),不 変19例(58%)で あ

}),細 菌 尿 に関 しては 陰性 化13例(39%),減 少1例

(3%),菌 交代6例(18%),不 変13例(39%)で あ り,

著効3例(9%),有 効15例(45%),無 効15例(45%)

であ り,総 合有効率は55%で あ った。

UTI薬 効 評価 基準の病態群別に従 って分類 し,総 合臨
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Table 5 Overall clinical efficacy of AC-1370

(Complicated UTI cases)

Table 6 Bacteriological response to AC-1370

Table 7 Strains appeared after AC-1370 treatment

床効果をまとめたものがTable4で あ る。

単独感染は24例 であ り,そ の内訳はカテーテル留置症

例(第1群)10例,前 立腺術後感染症(第2群)5例 ,

その他の上部尿路感染症(第3群)8例,そ の他の下部

尿路感染症(第4群)1例 であった。混合感染は9例 で

カテーテル留置症例(第5群)6例,カ テーテル非留置

症例(第6群)3例 で あった。 単独感染群では著効3例,

有効12例,無 効9例 で,有 効率63%と まずまずの成績で

あったが,混 合感染群では,有 効3例,無 効6例 で有効

率33%と あ まり良い成績ではなかった。特にカテーテル

留置の第1群 と第5群 が40%,17%と,悪 い成績であっ

た。Table5に 投 与量による総合臨床効果 を示 した。1

日19群(500mg×2回)は 有効率18%で9例 が無効であ

り,29ま たは491群 と比 して,明 らかに悪い成績であ

り,慢 性および急性複雑性尿路感染症に対 しては本剤2

9以 上の投与が必要 と思われた。29以 上投与した22例

では,著 効2例,有 効14例 でその有効率は73%で あった。

菌種別に細菌学的効果を見たものがTable6で ある。

Paemginosa11株,Ecoli 10株,S,faecalis6株,

Serratia3株,Citrobacter3株 等が主なものであり,46

株分 離され29株163%)が 除菌され,Paemginosa6株,

Serratia3株.S.faecalis2株,A.calcoaceticus2株 お

よびS.epi4ermidお,Citrobacter,Pmaltoppilie,P

vulgaris各1株 か存続 した。

投与後出現菌 としてはTable7に 示すようにS,epi-

dermidis3株,Enterobacter2株,YLO2株 お よびS.

aureus,S,faecalis,Serratia,Paeruginosa,P.maltoppi-

lia各1株 が認められた。

副作用は37例 について検討 した。 自 ・他覚的副作用は

全 く認めなかった。血液生化学的検査において,症 例2

でGOT(19→43),GPT(13→31),症 例16で 好酸球(4%

→13%) ,症 例23でGPT/27→67)を 認めた以外,特 に

検 査値異常はみ られなか った。

IIL考 案

AC-1370は グラム陽性菌からグラム陰性菌に対し幅広

いスペ クトラムと強い抗菌力を有 してお り,さ らに各種

食細胞機能賦活作用を有しinvivOに おいても強い抗菌

作用 を示す と誘われている1)。また高い血中濃度が得ら

れ,血 中半減期は100分 前 後であ り,組 織への移行も良好

であ り,尿 中排泄 も8時 間以内に80%以 上が未変化体と

して回収 されることよ り,尿 路感染症に適 した薬剤と考

えられ る。急性 単純性腎盂腎炎2例 に対して29を5日

間使用 し,主 治医判定により,共 に著効であり,慢 性お

よび急性複雑性尿路感染症 に対 して1～49を5日 間

使用 し,UTI薬 効 評価 基準に合致 した33例 の成績は著効
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3例,有 効15例,無 効15例 で有効率は55%で あ った。病

態群別に検討すると約半数 を占めるカテーテル留置の第

1群 と第5群 の有効率が低 く,こ れが全体の有効率 を低

下させている。投与量別に有効率を比較す ると500mg×

2投与群は著効1例,有 効1例,無 効9例 で有効率18%

であるのに対 して,19×2ま たは29×2群 は著効2

例,有 効14例,無 効6例 で有効率73%で あ り,dose res-

ponseが あ るように思われた。

AG1370の 新薬シンポジウムにおける成績 と我々の成

績とを比較すると,慢 性および急性複雑性尿路感染症の

成績は,我 々の成績かやや低いが,こ れは500mg×2投 与

例が比較的多かったためと第1,5群 の カテーテル留置

例がほぼ半数を占めたため と思われ る。

細菌学的効果をみるとP.aerugimsa,A.calcoaceti-

cus,Serratiaの 除菌率が悪 く,投 与後出現 菌 としてS.

epi4ermidiS(3株),Enterobaごter(2株)が 認め られた,,

これは新薬シンポジウムの結果 と比較的良 く似ていた。

副作用 としては自 ・他覚的副作用は全 く認めす,投 与

前後の血液一般検査,血 液生化学的検査ではGPT,GOT

の上 昇,GPTの 上昇,好 酸球増 多の各1例 を認めたか,

い ずれ も軽度であ り,投 与中止後正常に復 した .

臨 床検査値異常 に関 しては新薬シンポジウムでも肝機

能低下例がみられてお り,今 回の我々の検討 とほぼ同じ

比率であった.

以 上の成績 よりAG1370は 、尿路感染症に対 して有効

であ り,か つ安全性の高い有用な薬剤 と思われる、
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A new cephalosporin agent, AC-1370, was evaluated in the urological field and the following results
were obtained.

AC-1370 was administered intravenously to 2 cases with acute simple pyelonephritis and 35 cases with
acute and chronic complicated urinary tract infections .

AC-1370 was effective in 2 cases with acute simple pyelonephritis.
Effectiveness rate for 33 patients with acute and chronic complicated urinary tract infections was 55%.

None of these patients recognized the side eect for AC-1370.
Slight transient elevation of laboratory findings in 3 cases (eosinophilia , GPT, GOT and GPT, respec-

tively) were observed after the administration.


